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『財政力こそ、桑名力。』の実現へ向けて？？
桑名市財政パンフレット「『財政力こそ、桑名力。』の実現へ向けて」が発行されました。財政状況パンフレット「どうなってるの?!桑名市の財政状況」に続いての発行です。いくつかの問題点を指摘します（[]内が意見）。内容は、
１、財政が悪化するとどうなるの？　①市民の皆さんの要望に応えられない（公
共施設の雨漏りなどを後回しにしている）②市民の皆さんの負担が増える（水道料金、ゴミ袋や公共施設の使用料の値上げ）③次の世代につけが回る（子どもたちが大人になった時に、市の借金を返済するだけの為に、税金を納める形になってしまう）[今取組む必要がある]
２、今の桑名の財政状況　経常収支比率の悪化と財政調整基金の残高が少ない[誰の責任なのか]
３、なんで、桑名市はこのような状況になってしまったの？　①ハコモノ（公共
施設）の建設　② 福祉関係経費の増加（生活保護費、児童福祉費、社会福祉費の増が書かれているが、交付税措置されているのではないか）③ 他市に比べて充実したサービス　(a)旧桑名の小学校に併設した幼稚園[閉園が続くではないか](b)貸し農園[値上げしているではないか](c)全中学校の普通教室にエアコン設置[小学校には無い]　 [見直しの必要がどこにあるのか]
４、財政の健全化へ向けての今後の取組み　① 公民連携 [公共サービスの提供を民間主導で行っていいのか]　② 公共施設の適正化[１つずつ住民の意見を聞くべきです] ③ 収入アップへ向けての取組み ＊企業誘致 [亀山の失敗をわかっていない] ＊ふるさと納税　[記念品で釣るような行為は間違っている]＊ネーミングライツ [ＮＴＮは、ベアリングの価格カルテルで独禁法違反に問われている会社です] ＊外郭団体の整理 [過去の誤りを認めず、土地の買い戻しに２６億円も使うのは、最高の無駄遣いです] ＊徹底的な歳出の削減 [補助金２０％カット、賃貸借契約の解除、勤労青少年ホームの廃止はすべて問題を含んでいます]
市民の皆さんに迷惑をかけるかもしれない。苦しいけど頑張って行く必要がある。[決してこんな事で頑張らなくて結構です]
５、そのために、市民の皆さんの力が不可欠です　① ゴミ減らそう [ＲＤＦの反省がない] ② 救急車の適正利用をお願いします [誰も好んで利用する訳ではありません] ③ 事業提案制度をはじめます　市が実施するよりも市民にとってプラスになるものは委託・民営化を進めます [費用が基準か　公開の判断機関を]
「市民、職員が全員参加で、この『財政力』を目指して頑張りましょう！！」と言っています。[具体的数値目標は無し]
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/　　　　　

ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野宅）　　
いっせい地方選挙前半戦で大躍進　　　　　　　　　　　　　後半戦でも安部政権の暴走ノーの声を更に大きく
４月１２日投開票された、いっせい地方選挙前半戦の４１道府県と１７政令市の議員選挙で、日本共産党は大きく躍進しました。道府県議選では、日本共産党議席のない「空白議会」を史上初めて解消する画期的前進を勝ちとる事ができました。皆様の期待に応え、これからも安倍政権の「戦争する国」づくりなどの暴走にストップをかけるとともに、今後も平和と国民の暮らしを守るため、頑張ります。４月２６日投票のいっせい地方選後半戦でも引き続き日本共産党の議席を大きく伸ばして、住民利益に反する政治を打ち破ろうではありませんか。安倍政権の暴走を阻み、新しい政治の実現へ、国政でも地方政治でも日本共産党の役割はますます重要になってきました。

２０１５年度の予算が成立　暮らしを壊す政治の転換
第３次安倍政権が提出した２０１５年度予算が自民党、公明党などの賛成多数で参院本会議で可決・成立しました。総額９６兆円と過去最大の予算規模ですが、肝心の中身は、国民に医療・介護・年金などの改悪と負担増を迫り、一方では大企業を優遇する法人税減税を行う典型的な「逆立ち予算」です。５兆円を超える軍事費は､自衛隊を｢海外で戦争する」軍隊に改変する具体化です。増税や物価高で暮らしがいよいよ大変な時に、あまりにも冷たい政治です。安倍政権の暮らし破壊の暴走にストップをかけ、国民生活を応援する政治への切り替えが急務です。
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出来高払いの介護報酬・利用者負担

（“回転寿司方式”）

定額払いの介護報酬・利用者負担

（“飲み放題方式”）

訪問介護

（身体介護・

30

分以上

1

時間未満）

（ 要介護 ）

短期入所生活介護

（併設型・ユニット型個室）

（要介護 ３）

通所介護

（小規模型・

7

時間以上

9

時間未満）

（要介護）

従来の在宅サービス

新しい在宅サービス 施設サービス等



小規模多機能型居宅介護等



定期巡回・随時対応型訪問介護看護



複合型サービス



介護老人保健施設



介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）



認知症対応型共同生活介護

【要介護 ５】 ２７，７３５円／月

【要介護 ４】 ２５，１５４円／月

【要介護 ３】 ２２，７９０円／月

【要介護 ２】 １５，６６８円／月

【要介護 １】 １０，６６１円／月

注 利用者負担は、介護報酬の

1

割に相当するものであり、食費、居住費等を含まない。

介護老人福祉施設

（ユニット型個室）

【要介護 ５】 ２７，５４５円／月

【要介護 ４】 ２５，５１１円／月

【要介護 ３】 ２３，４７８円／月

【要介護 ２】 ２１，２９０円／月

【要介護 １】 １９，２５７円／月
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小規模多機能型居宅介護
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（要介護）

施設機能の地域展開

～施設と同じ安心を自宅に届ける「新しい在宅サービス」～


新しいパンフ　 三重県の言うゆでガエルは住民を愚弄している　新しいサービスは飲み放題
桑名の介護保険はどうなるのか（要支援の介護保険はずし）
最近出された本「改定介護保険法と自治体の役割」（自治体研究社、下の左写真）で桑名の介護保険の取組みが紹介されています。
内容は、４月からの介護保険の改悪により、全国の市町村がもたつく中で、桑名市は、２０１４年１０月から「地域生活応援会議」をスタートさせ、要支援者のホームヘルプとデイサービスの総合事業への移行を２０１５年４月から実施します。「地域包括ケアシステム」を全員参加型で２０２５年問題を乗り越える地域支え合い体制づくりと位置付け、地域の関係者にその基本方針を共有させる「規範的統合」を推進します。「地域生活応援会議」は、介護保険制度が本来目指すべき高齢者の本物の自立を支援するものとし、新規に要支援と認定されてサービスを利用しようとする全ての被保険者に介護保険を卒業して地域活動にデビューする事を目的として、介護予防（＝生活機能の向上）に資するマネジメントを多職種協働で提案します。
桑名市は、介護保険は継続的に利用するものではなく、短期間に卒業し、地域住民の通いの場、高齢者サポーター、健康推進員、地区社会福祉協議会、自治会、老人クラブ等の地域活動へのデビューするために行うものとし、専門職が専門的サービスの提供に集中する事（下の右図参照）で、高齢者の生活機能が向上する効果があり、保健福祉のあり方を大きく転換すると自画自賛しています。「地域生活応援会議」は、桑名のブランドの１つとなりえるとし、「規範的統合」を推進するために副市長（３月で退任し、厚生労働省へ戻る）自らが市内の各種の会議に出向き介護保険制度の基本理念を説明する徹底ぶりです。
桑名市はこうした取り組みで要支援・要介護認定率の低減（目標は、現在の１６.２％から埼玉県和光市の９.６％です）を目指し、介護保険料を抑制しようとしています。
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「ふるさと納税」に反対（昨年の１２月議会での討論から）

４月９日の地方版で新聞各紙は、桑名市の「ふるさと納税」が１億円を突破したことを大きく報道しました。日本共産党が現行の「ふるさと納税」に反対しているのは、下記の理由からです。
議案第１５２号　平成２６年度桑名市一般会計補正予算（第６号）に対して、
現在やろうとしている「ふるさと納税」について反対であります。最近報道姿勢が問題視されている朝日新聞の１２月２１日の社説に、「ふるさと納税、原点は自治体の応援だ」、こういった社説が出ました。この中に「東海地方のある市（桑名のこと）は、寄付のお礼として市内の施設への入場券を贈っていたが、今月から黒毛和牛すき焼き肉などから選べるようにした。すると、最初の２日間だけで昨年１年間の６倍を超す寄付が集まった。」と皮肉った内容で紹介されております。昨日も改めて新聞を見ましたら、何か１億円も行きそうだと言って、鼻息の荒いことを言っておられる首長さんがおられましたけれども。
　安倍政権は地方創生策の目玉としてこの制度を拡充する方針であるそうであります。そもそもこの「ふるさと納税」は三位一体改革で地方交付税をカットしたところに大きな問題があって、何とか考え出された制度であるわけであります。
　現官房長官は「今回の選挙のときに、東京に出て働いて税金を納めるとなると東京です。育ててくれたふるさとに寄附する仕組みがあったらいいなと思った」、このように言っているそうであります。これには別に問題はありません。本来ならばここが出発点であります。そして、納税者の本来の思いを引き出すように制度を改めていくべきではないでしょうか。特定の人だけにサービスを提供するものであり、異常な変なことで競うようなことは今すぐやめるべきだというふうに考えております。

「健康増進施設」関連は報道されず。
また、同日の市長記者会見で、発表された「健康増進施設」関連の記事は、報道されませんでした。桑名から発信する地方創生の幕開けとして、温泉事業の実現がパワーポイントで報告されたようですが、賢明な新聞記者さんたちは記事にはされませんでした。
　既に全国各地で失敗している温泉事業を桑名市で税金を使わずにやろうとするわけです。成功が難しいのは明らかです。病院事業と同じく多額の税金による補てんが見え見えです。伊藤市長は、議員の時に温泉建設に反対しており、多度住民の利権優先の誘惑からの勇断を求めたいものです。

日本共産党の桑名市における３大要求「国保税の引下げ」、
「子どもの医療費の窓口無料化」、「小学校にエアコンの設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本共産党桑名市議団　星野公平ニュース
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Ｎｏ．２３２　　　　２０１５年　　４月　１６日


発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５







































































